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薄切り），きゅうり 1片（ 5 g：輪切り），チップ
スターⓇ 1 枚，コアラのマーチⓇ 1 個，じゃがりこⓇ
1 本，クッキーサンド 1枚，せんべい 1枚を被験
食品として用いた．
　装置による咀嚼回数のカウントは，外耳道内セ
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ンサーで記録した外耳道ひずみの波形を装置内の
マイコンにて， 2秒をワンブロックとして，自己
相関関数を算出し，咀嚼と判定したブロックに推
定された咀嚼回数を計数し，積算することで行っ
た．
　左側外耳道のひずみと同時に左右側咬筋筋電図
を記録し，整流・スムージングした波形から，各
バーストのピークの数を自動計測した．
　装置による積算数（咀嚼回数）と，同時記録し
た咬筋筋電図から得た咀嚼回数の一致を Bland–
Altman法で分析した．
【結果】
1  ．筋電図による食品別の咀嚼回数（筋電図によ
る）
　一元配置分散分析により，個人間に有意な相違
が認められ，個人差の大きいことがわかった．加
えて，右側咀嚼で咀嚼回数の多い人は自由咀嚼で
も多い傾向にあった．
2  ．咀嚼回数計数装置の積算数（咀嚼回数）と筋
電図の一致度の分析
　Bland–Altman法から得られた 2つの計数値
の差の平均値，₉5％一致限界（上限，下限）を食
品ごとに検討した．ほとんどの記録で，咀嚼回数
に比べて₉5％一致限界が小さく，双方の計数の一
致度は高かった．食品別に一致度の比較を行う
と，₉5％一致限界の範囲が狭い食品を認めた．
1）右側咀嚼について
　右側咀嚼時では 2つの計数値の差の平均値が多
くの食品の場合にマイナスの値を示し，筋電図で
のカウントよりも装置でカウントした時の方が咀
嚼回数の計数が小さい結果になった．₉5％一致限
界の範囲の大きさでは，じゃがりこⓇ，きゅうり，
コアラのマーチⓇ，ガム，りんご，チップスターⓇ，
クッキーサンド，せんべいの順に大きくなった．
2）自由咀嚼について
　自由咀嚼時の 2つの計数値の差の平均を右側咀
嚼のものと比較すると，全体的に下方に偏移し
た．全被験食品の中でチップスターⓇのみ右側咀
嚼時の₉5％一致限界が下方に偏移した．
　自由咀嚼時の₉5％一致限界の範囲が自由咀嚼の
方が右側咀嚼に比べて，より大きく広くなった食
品は，リンゴ，ガム，クッキーサンド，きゅうり
であった．
【結論】
　本研究で，外耳道のひずみを利用した新しい咀
嚼回数計数装置による咀嚼回数と筋電図により計
数した咀嚼回数の一致度を調べると，以下に示す
特徴が認められたものの，咀嚼回数に比べて₉5％
一致限界は小さく，新しい装置で咀嚼回数が計数
できる可能性が示された．
1．咀嚼回数には個人差を認めた．
2  ．右側咀嚼と比べて自由咀嚼の方が差の平均値
および₉5％一致限界が下方に偏移した．
3  ．右側咀嚼でも破砕性の食品は₉5％一致限界の
範囲が広かった．
4  ．りんごやガムでは，自由咀嚼の場合に₉5％一
致限界の範囲が広かった．
